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［ 到達目標 ］
1．各疾患の主な病態を理解している。
2．各疾患の病態に応じた栄養アセスメントができる。
3．各疾患の栄養アセスメントに基づき、適切な栄養食事療法を提示することができる。

［ 授業概要 ］
病院・診療所で栄養食事療法の実践経験を有する教員が担当します。傷病者の療養に関して必要な疾患・病態別の栄養食事
療法を学びます。栄養補給法の基礎をはじめ、疾患・病態別の学びでは、どのような病気かをよく理解し、栄養アセスメントとし
てどのように評価するのか、それらを総合的に考えてどのような栄養食事療法が適切であるかを考えていきます。

［ 準備学修（予習・復習）の内容・時間 ］
基礎栄養学や応用栄養学、生物等の知識も大変重要になります。授業は限られた時間であるため、各回、予習復習を合わせ
て4時間程度の積極的な自己学習で学びを深めてください。

［ 授業計画 ］
1．臨床栄養学の概念（医療制度ほか）
2．栄養補給法（経口栄養、非経口栄養）
3．経口栄養補給法（一般治療食、特別治療食）、経腸栄養補給法
4．静脈栄養法、栄養アセスメント
5．代謝・内分泌系疾患（るい痩、肥満、メタボリック’Ｓ、糖尿病、脂質異常症）
6．代謝・内分泌系疾患（高尿酸血症・痛風）
　  消化器疾患（胃、炎症性腸疾患）
7．消化器疾患（肝・胆道系疾患、膵疾患、下痢・便秘）
8．循環器疾患（高血圧、動脈硬化症、虚血性心疾患、心不全）
9．腎疾患（慢性腎臓病、糸球体腎炎、ネフローゼ症候群）
10．腎疾患（糖尿病腎症、腎不全、透析療法）
11．血液疾患、呼吸器疾患、甲状腺疾患、周術期
12．骨疾患、免疫・アレルギー疾患、摂食・嚥下障害
13．サルコペニア、ロコモティブシンドローム、フレイル、先天性代謝疾患
14．試験　
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PBL（課題解決型） 反転授業

ディスカッション・ディベート グループワーク

プレゼンテーション 実習、フィールドワーク

その他

[アクティブラーニング授業]

実務経験のある教員による授業 〇
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［ 成績評価方法 ］
試験90％、マナバのドリルまたは小テスト等10％で評価します。

［ 課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法 ］
マナバのドリルまたは小テストで難易度が高い問題には解説を付けています。
授業中に提示する例題問題では、解答と解説を行います。

［ オフィスアワー（質問等の受付方法） ］
詳細は、KISSシステムにて確認して下さい。

［ メールアドレス ］
詳細は、KISSシステムにて確認して下さい。

[ この授業と関連する学科のディプロマ・ポリシー（DP） ] 

学科DP番号／DP内容：栄養1-1／栄養士として、栄養学的知識はもとより、健康やスポーツに必要な食・栄養・運動に関する
基礎的・専門的知識を修得している。
成績評価方法：試験、マナバの小テスト

学科DP番号／DP内容：栄養1-2／健康の維持・増進やスポーツにおいて必要な食・栄養・運動に関する指導技術を修得してい
る。
成績評価方法：試験、マナバの小テスト

学科DP番号／DP内容：栄養2-1-2／アスリートや障害者に対し、栄養・運動指導ができる。
成績評価方法：試験、マナバの小テスト

[ この授業と関連する大学全体の教育目標 ] 

教育目標が示す資質・能力等／資質・能力等の内容_：論理的思考力／筋道に沿って物事を考え、結論を導く能力
成績評価方法：試験、マナバの小テスト

教育目標が示す資質・能力等／資質・能力等の内容_：問題発見力／現状を分析して問題を明らかにし、その解決方法を見出
せる能力
成績評価方法：試験、マナバの小テスト

［ 教科書（ISBN） ］
ブックス臨床栄養学概論　著者名：渡邉早苗 ・本間和宏 ・佐藤智英 編著　出版社：建帛社　(978-4-7679-0691-1)

［ 参考書（ISBN） ］
なし
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